
北海道大学

One Health フロンティア卓越大学院プログラム

OneHeaIth Ally コ ー ス

Stude[ltFreeDesi皿 Activities報告書

Hokkaido U,ivernity
WISE Pmgrnm foe 
“One llcalth Frontier Gradllate School ofExceIlence” 

One HeaIth Ally Course 
smdent FreC Design Activities Report from 

Student Free Design Activities (One Health Collaborative Training) 

報告書 Rep011

報告者 [Repmter]

氏名[Full Name] 清水広太郎

学年 [Year] 博士課程 3 年（博士課程 2 年時実施） 1 

所属 [Affiliation] 大学院獣医学院

担当教員 [Instructor]
坪田敏男氏名[Full Name] 

署名 [Signature]
かHa ふ5)__1且

E-mail 1

所属 [Affiliation]
1

大学院獣医学研究院

 I 電話 [Tel] IE-mail

活動報告 [Activity Report] 
※活動内容が判る様な写真や図表を加えて下さい。／ Provide photos, tables and figures that clearly show the activities during the period

タイトル[Course Title] ネパールにおける野生動物の感染症および生態調査

実施期間 [Periods] 2023年3月 15 日～2023年3月 31 日

共同実施者 なし

[Other paiiicipants] 

言語[Language] 英語

実施場所 [Location] ネパール： Chitwan National Park、 Mustang郡

申請時計画の実施報告 [Report how you carried out your plan in the application for叫

本活動は3 月 15 日～3月 31 日という長期間に渡って行われた為、 スケジュ ールにいくつか変更はあったも
のの、 おおむね予定通りに活動を実施することができた。

現地では主にNational Trust for Nature Conservationの協力のもと活動を行い、 現地の野生動物保全管理に
ついて学び、 現地調査を行った。 活動は主にChitwan National ParkおよびMustang郡で行われた。 以下に各
地域での実施内容について報告する。

Chitwan National Parkでは当初はインドゾウ（ゾウ）の結核蔓延状況に関する調査を実施予定であった
が、 担当者が急逮不在となったため残念ながらサーベイランスなどのラボワ ークを実施することができ
なかった。 しかし、 結核蔓延状況を考察する上で必要不可欠な野生ゾウの行動調査を行うことができ
た。 Chitwan National Parkではこれまでに計10頭のゾウにGPS首輪を装着し行動追跡を行っている。 今回
の訪問では新規に購入したGPS首輪を飼育下のゾウに装着し動作確認を行った。 残念ながら滞在中に野生
のゾウが捕獲されることはなかったが、 今後捕獲された場合に備えることができた。 また、 自然公園の
研究者らとの議論の中で、 自然公園内のゾウの遺伝的背景がほとんど分かっていないことが問題となっ
た。 遣伝的多様性は野生動物を保全する上で重要な要素であり、 今後の課題が浮き彫りとなった。

Mustang郡ではヒマラヤヒグマ（ヒグマ）の痕跡調査およびカメラトラップの回収を行った。 Mustang
郡は標高3000mを超す高地であり、 ネパールにおける数少ないヒグマの生息地域である。 ネパールのヒグ
マの生息数は非常に少なく、 残念ながら今回の調査では痕跡を発見することはできなかった。 しかし、
厳しい環境と限られた物資のなかでの調査は自身のフィ ールドワ ークスキルの向上につながった。 ま
た、 Marang地区に設置したカメラトラップの回収を行った。 残念ながらカメラトラップにもヒグマの姿
は映っていなかったが、 ヤクやチュウゴクオオカミなど様々な野生動物の姿が撮影されていた。 Mustang




